
(57)【要約】

【課題】　二酸化シリコンに対してＣ４ Ｆ８ 及び窒化チ

タンに対してＣＦ４ を用いるエッチング工程を提供する

こと。

【解決手段】　導電体の上の誘電体層及びキャップ層を

エッチングして、導電体を露出させる方法が開示される

。一つの実施形態においては、本方法には、オクタフル

オロシクロブタン（Ｃ４ Ｆ８ ）を含む二酸化シリコン（

ＳｉＯ２ ）エッチング化学処理剤、及びテトラフルオロ

メタン（ＣＦ４ ）を含む窒化チタン（ＴｉＮ）エッチン

グ化学処理剤を用いることが含まれる。本方法は、エッ

チング速度の低下を防ぎ、低減された静電気放電（ＥＳ

Ｄ）欠陥を示す。

【選択図】　　　図２

JP 2007-129219 A 2007.5.24



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 導 電 体 を 露 出 す る た め の エ ッ チ ン グ 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
　 オ ク タ フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４ Ｆ ８ ） を 含 む 化 学 処 理 剤 を 用 い て 二 酸 化 シ リ コ ン （
Ｓ ｉ Ｏ ２ ） を 含 む 第 １ の 誘 電 体 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、
　 テ ト ラ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） を 含 む 化 学 処 理 剤 を 用 い て 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 含
む キ ャ ッ プ 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ し て 、 前 記 導 電 体 を 露 出 す る ス テ ッ プ と
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 誘 電 体 層 を エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ は 、 以
下 の 諸 条 件 、 即 ち 、 ９ ０ － １ １ ０ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ （ ｍ Ｔ ） の 圧 力 と 、 ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ 及 び ２ Ｍ Ｈ ｚ
に お け る ９ ５ ０ － １ ０ ５ ０ ワ ッ ト （ Ｗ ） の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 ３ ７ ５ － ４ ２ ５ の 標 準 立 法
セ ン チ メ ー ト ル （ ｓ ｃ ｃ ｍ ） の ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、 １ ３ － １ ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の オ ク タ フ ル オ ロ
シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４ Ｆ ８ ） 及 び ５ － ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の 酸 素 （ Ｏ ２ ） か ら な る 気 体 流 と 、 の 条 件
を 用 い る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 キ ャ ッ プ 層 を エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ は 、 以 下 の
諸 条 件 、 即 ち 、 ２ ５ ５ － ２ ８ ５ ｍ Ｔ の 圧 力 と 、 ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ に お け る １ ３ ５ ０ － １ ４ ５ ０ Ｗ
及 び ２ Ｍ Ｈ ｚ に お け る ６ ５ ０ － ７ ５ ０ Ｗ の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 １ ３ ５ － １ ６ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ の
テ ト ラ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） 及 び ９ ０ － １ １ ０ ｓ ｃ ｃ ｍ の 窒 素 （ Ｎ ２ ） か ら な る 気 体
流 と 、 の 条 件 を 用 い る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 各 々 は 反 応 性 イ オ ン ・ エ ッ チ ン グ 装 置 内 で 実 行 さ れ る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 各 々 は 、 ヘ リ ウ ム （ Ｈ ｅ ） に よ る １ ８ － ２ ２ Ｔ ｏ ｒ ｒ の ウ
ェ ハ 保 持 チ ャ ッ ク の 圧 力 、 及 び 、 １ ８ － ２ ２ ℃ の チ ャ ッ ク 温 度 の 条 件 を 用 い る こ と を 含 む
、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 前 に 、 デ ス カ ム 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 更 に 含 む
、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 デ ス カ ム 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ は 、 窒 素 （ Ｎ ２ ） 及 び 水 素 （ Ｈ ２ ） を 含 む 気 体 流
を 用 い る こ と を 含 む 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 誘 電 体 層 を エ ッ チ ン グ す る 前 に 、 前 記 第 １
の 誘 電 体 層 の 上 に 位 置 し 、 窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） を 含 む 第 ２ の 誘 電 体 層 を 通 し て エ
ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ を 更 に 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ 層 を エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ の 後 に 、 灰 化 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 更 に 含 む
、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 導 電 体 を 露 出 す る た め の エ ッ チ ン グ 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
　 窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） を 含 む 第 １ の 誘 電 体 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と
、
　 １ ３ － １ ７ 標 準 立 法 セ ン チ メ ー ト ル （ ｓ ｃ ｃ ｍ ） の オ ク タ フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４

Ｆ ８ ） の 気 体 流 を 含 む 化 学 処 理 剤 を 用 い て 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） を 含 む 第 ２ の 誘 電
体 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、
　 １ ３ ５ － １ ６ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ の テ ト ラ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） の 気 体 流 を 含 む 化 学 処 理 剤
を 用 い て 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 含 む キ ャ ッ プ 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ し て 、 導 電 体 を 露 出
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す る ス テ ッ プ と
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 第 ２ の 誘 電 体 層 を エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ は 、
以 下 の 諸 条 件 、 即 ち 、 ９ ０ － １ １ ０ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ （ ｍ Ｔ ） の 圧 力 と 、 ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ 及 び ２ Ｍ Ｈ
ｚ に お け る ９ ５ ０ － １ ０ ５ ０ ワ ッ ト （ Ｗ ） の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 ３ ７ ５ － ４ ２ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ
の ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 及 び ５ － ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の 酸 素 （ Ｏ ２ ） を さ ら に 含 む 前 記 気 体 流 と 、 の 条
件 を 用 い る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 キ ャ ッ プ 層 を エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ は 、 ２ ５
５ － ２ ８ ５ ｍ Ｔ の 圧 力 と 、 ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ に お け る １ ３ ５ ０ － １ ４ ５ ０ Ｗ 及 び ２ Ｍ Ｈ ｚ に お け
る ６ ５ ０ － ７ ５ ０ Ｗ の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 ９ ０ － １ １ ０ ｓ ｃ ｃ ｍ の 窒 素 （ Ｎ ２ ） を 更 に 含
む 前 記 気 体 流 と 、 の 条 件 を 用 い る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 各 々 が 、 反 応 性 イ オ ン ・ エ ッ チ ン グ 装 置 内 で 実 行 さ れ る 、
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 各 々 は 、 ヘ リ ウ ム （ Ｈ
ｅ ） に よ る １ ８ － ２ ２ Ｔ ｏ ｒ ｒ の ウ ェ ハ 保 持 チ ャ ッ ク 圧 力 、 及 び 、 １ ８ － ２ ２ ℃ の チ ャ ッ
ク 温 度 の 条 件 を 用 い る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ の エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 前 に 、 前 記 デ ス
カ ム 処 理 実 行 ス テ ッ プ は 窒 素 （ Ｎ ２ ） 及 び 水 素 （ Ｈ ２ ） の 気 体 流 を 用 い て デ ス カ ム 処 理 を
実 行 す る ス テ ッ プ を 更 に 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 デ ス カ ム 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ は 、 ヘ リ ウ ム
（ Ｈ ｅ ） に よ る １ ８ － ２ ２ Ｔ ｏ ｒ ｒ の ウ ェ ハ 保 持 チ ャ ッ ク 圧 力 、 及 び 、 １ ８ － ２ ２ ℃ の チ
ャ ッ ク 温 度 の 付 加 的 条 件 を 用 い る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ 層 の エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 後 に 、 灰 化 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 更 に 含 む 、
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） キ ャ ッ プ 層 と 、 そ の 上 の 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） 層 と 、 そ の
上 の 窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） 層 と 、 そ の 上 の パ タ ー ン 付 け さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト と を
含 む 積 層 の 下 に あ る 導 電 体 を 露 出 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
　 窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、
　 ９ ０ － １ １ ０ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ （ ｍ Ｔ ） の 圧 力 と 、 ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ 及 び ２ Ｍ Ｈ ｚ に お け る ９ ５ ０ －
１ ０ ５ ０ ワ ッ ト （ Ｗ ） の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 ３ ７ ５ － ４ ２ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ の ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ）
、 １ ３ － １ ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の オ ク タ フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４ Ｆ ８ ） 及 び ５ － ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の
酸 素 （ Ｏ ２ ） か ら な る 気 体 流 と 、 の 条 件 を 用 い て 、 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） 層 を 通 し
て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、
　 ２ ５ ５ － ２ ８ ５ ｍ Ｔ の 圧 力 と 、 ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ に お け る １ ３ ５ ０ － １ ４ ５ ０ Ｗ 及 び ２ Ｍ Ｈ ｚ
に お け る ６ ５ ０ － ７ ５ ０ Ｗ の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 １ ３ ５ － １ ６ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ の テ ト ラ フ ル オ
ロ メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） 及 び ９ ０ － １ １ ０ ｓ ｃ ｃ ｍ の 窒 素 （ Ｎ ２ ） か ら な る 気 体 流 と 、 の 条 件
を 用 い て 、 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 前 に デ ス カ ム 処 理 ス テ ッ プ が 実 行 さ れ 、 前 記 エ ッ チ ン グ ・
ス テ ッ プ の 後 に 灰 化 ス テ ッ プ が 実 行 さ れ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
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　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 各 々 は 、 ヘ リ ウ ム （ Ｈ
ｅ ） に よ る １ ８ － ２ ２ Ｔ ｏ ｒ ｒ の ウ ェ ハ 保 持 チ ャ ッ ク 圧 力 、 及 び 、 １ ８ － ２ ２ ℃ の チ ャ ッ
ク 温 度 の 条 件 を 用 い る こ と を 含 む 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 一 般 に 半 導 体 製 造 に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） に 対
し て オ ク タ フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４ Ｆ ８ ） 、 及 び 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） に 対 し て テ ト
ラ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） を 用 い る エ ッ チ ン グ 工 程 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 産 業 に お い て 、 反 応 性 イ オ ン ・ エ ッ チ ン グ （ Ｒ Ｉ Ｅ ） は 半 導 体 チ ッ プ 内 で 回 路 の
経 路 を 開 く た め に 用 い ら れ る 。 Ｒ Ｉ Ｅ を 用 い て 形 成 さ れ る 一 つ の 構 造 は 、 例 え ば 、 ビ ア で
あ る が 、 こ れ は 異 な る 層 の 中 の 導 電 体 を 電 気 的 に 接 続 す る も の で あ る 。 Ｒ Ｉ Ｅ は プ ラ ズ マ
（ 気 体 ） エ ッ チ ン グ の 一 変 形 で あ り 、 そ の プ ラ ズ マ ・ エ ッ チ ン グ に お い て は 、 半 導 体 ウ ェ
ハ が ラ ジ オ 波 （ Ｒ Ｆ ） を 加 え ら れ た 電 極 上 に 置 か れ 、 エ ッ チ ン グ 化 学 種 が プ ラ ズ マ か ら 引
き 出 さ れ て エ ッ チ ン グ さ れ る べ き 表 面 に 向 け て 加 速 さ れ る 。 化 学 的 エ ッ チ ン グ 反 応 が 起 こ
っ て 表 面 の 部 分 が 除 去 さ れ る 。 Ｒ Ｉ Ｅ は 、 半 導 体 製 造 に お け る 最 も 一 般 的 な エ ッ チ ン グ 法
の 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ を 見 る と 、 エ ッ チ ン グ 前 の 層 １ ２ 及 び １ ４ を 含 む 通 常 の 半 導 体 構 造 体 １ ０ が 示 さ れ
て い る 。 構 造 体 １ ０ は 、 導 電 体 １ ８ （ 例 え ば 、 銅 （ Ｃ ｕ ） 又 は ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） の ）
を 囲 む 誘 電 体 層 １ ６ （ 例 え ば 、 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） の ） を 含 む 導 電 体 層 １ ４ と 、
導 電 体 層 １ ４ の 上 の キ ャ ッ プ 層 ２ ０ （ 例 え ば 、 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） の ） と 、 キ ャ ッ プ 層
２ ０ の 上 の 誘 電 体 層 ２ ２ （ 例 え ば 、 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） の ） と 、 誘 電 体 層 ２ ２ の
上 の 別 の 誘 電 体 層 ２ ４ （ 例 え ば 、 窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） の ） と 、 パ タ ー ン 付 け さ れ
た フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 典 型 的 な Ｒ Ｉ Ｅ 工 程 は 、 例 え ば 、 凡 そ ２ Ｍ Ｈ ｚ （ 底 部 Ｒ Ｆ 電 源 電 極 ） 及 び 凡 そ ２ ７ Ｍ Ｈ
ｚ （ 上 部 バ イ ア ス 電 力 電 極 ） の 二 つ の Ｒ Ｆ 設 定 が 可 能 な 単 一 の プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ 内 で 実
施 さ れ る 。 厚 さ ６ μ ｍ の フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ６ （ 例 え ば 、 Ｇ ｐ ｏ ｌ ｙ ） と 、 厚 さ ４ ０ ０ ０ Å
の 窒 化 シ リ コ ン の 誘 電 体 層 ２ ４ と 、 厚 さ ４ ５ ０ ０ Å の 二 酸 化 シ リ コ ン の 誘 電 体 層 ２ ２ と 、
厚 さ ２ ５ ０ － ３ ５ ０ Å の 窒 化 チ タ ン の キ ャ ッ プ 層 ２ ０ と を 有 す る 積 層 に 対 す る 一 つ の 通 常
の Ｒ Ｉ Ｅ 工 程 を こ こ で 説 明 す る 。 通 常 の Ｒ Ｉ Ｅ 工 程 は 、 デ ス カ ム 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ
と 、 誘 電 体 層 ２ ４ を エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、 ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、 テ ト ラ フ ル オ ロ メ タ
ン （ Ｃ Ｆ ４ ） 及 び 一 酸 化 炭 素 （ Ｃ Ｏ ） を 用 い て 誘 電 体 層 ２ ２ を エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と
、 キ ャ ッ プ 層 ２ ０ を ２ 段 階 エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と を 含 む 。 第 １ の キ ャ ッ プ 層 エ ッ チ ン
グ ・ ス テ ッ プ に は 、 ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、 オ ク タ フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４ Ｆ ８ ） 、 酸 素
（ Ｏ ２ ） 、 及 び ト リ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｈ Ｆ ３ ） を 用 い る こ と が で き 、 第 ２ の キ ャ ッ プ 層
エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ に は 、 ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 及 び 三 フ ッ 化 窒 素 （ Ｎ Ｆ ３ ） を 用 い る こ と
が で き る 。 最 後 に 、 酸 素 （ Ｏ ２ ） プ ラ ズ マ 化 学 処 理 （ 灰 化 ） を 実 行 し て 、 導 電 体 １ ８ か ら
残 留 Ｒ Ｉ Ｅ ポ リ マ ー を 除 去 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 誘 電 体 エ ッ チ ン グ 装 置 内 で Ｔ ｉ Ｎ を 除 去 す る た め の 通 常 の Ｒ Ｉ Ｅ 工 程 は 、 多 く の 問 題 を
抱 え て い る 。 第 １ に 、 そ の 工 程 は 装 置 の 劣 化 を も た ら し 、 よ り 具 体 的 に は 、 エ ッ チ ン グ 速
度 の 低 下 、 及 び 、 次 の Ｒ Ｉ Ｅ 処 理 に お け る エ ッ チ ン グ の 均 一 性 の 低 下 を も た ら し 、 そ の 結
果 、 歩 留 り を 減 少 さ せ る 。 第 ２ に 、 典 型 的 な プ ラ ズ マ 工 程 は ウ ェ ハ の 劣 化 を も た ら す 。 例
え ば 、 上 記 の 工 程 は 、 ウ ェ ハ の 切 り 口 内 に お け る 静 電 気 放 電 （ Ｅ Ｓ Ｄ ） 欠 陥 の 増 加 を 示 し
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て い る 。 こ の 事 態 に 対 処 す る 一 つ の 方 法 は 、 誘 電 体 エ ッ チ ン グ 方 式 で は な く 、 金 属 エ ッ チ
ン グ 方 式 を 利 用 す る こ と で あ る 。 し か し 、 こ れ ら の 方 式 は 、 キ ャ ッ プ 層 ２ ０ （ 窒 化 チ タ ン
） の 下 に 残 存 す る 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） の 導 電 体 １ ８ の 形 状 に 欠 陥 を 生 じ る 。
即 ち 、 そ の 方 式 は ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） に 対 し て は 選 択 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 状 況 に 鑑 み て 、 当 技 術 分 野 に お い て 関 連 技 術 に よ る 問 題 の な い 改 善 さ れ た Ｒ Ｉ Ｅ
工 程 が 要 求 さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 導 電 体 上 の 誘 電 体 層 及 び キ ャ ッ プ 層 を エ ッ チ ン グ し て 導 電 体 を 露 出 さ せ る 方
法 を 含 む 。 一 つ の 実 施 形 態 に お い て は 、 本 方 法 に は 、 オ ク タ フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４

Ｆ ８ ） を 含 む 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） エ ッ チ ン グ 化 学 処 理 剤 、 及 び テ ト ラ フ ル オ ロ メ
タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） を 含 む 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） エ ッ チ ン グ 化 学 処 理 剤 を 用 い る こ と が 含 ま れ
る 。 本 工 程 は 、 エ ッ チ ン グ 速 度 の 低 下 を 防 ぎ 、 低 減 さ れ た Ｅ Ｓ Ｄ 欠 陥 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 導 電 体 を 露 出 さ せ る エ ッ チ ン グ 法 に 向 け ら れ 、 そ の 方 法 は 、 オ
ク タ フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４ Ｆ ８ ） を 含 む 化 学 処 理 剤 を 用 い て 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ
Ｏ ２ ） を 含 む 第 １ の 誘 電 体 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、 テ ト ラ フ ル オ ロ メ タ ン
（ Ｃ Ｆ ４ ） を 含 む 化 学 処 理 剤 を 用 い て 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 含 む キ ャ ッ プ 層 を 通 し て エ
ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と を 含 ん だ 、 導 電 体 を 露 出 さ せ る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 導 電 体 を 露 出 さ せ る エ ッ チ ン グ 法 を 含 み 、 そ の 方 法 は 、 窒 化 シ
リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） を 含 む 第 １ の 誘 電 体 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、 オ ク タ
フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４ Ｆ ８ ） の 凡 そ １ ３ － １ ７ 標 準 立 法 セ ン チ メ ー ト ル （ ｓ ｃ ｃ ｍ
） の 気 体 流 を 含 む 化 学 処 理 剤 を 用 い て 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） を 含 む 第 ２ の 誘 電 体 層
を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、 テ ト ラ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） の 凡 そ １ ３ ５ － １
６ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ の 気 体 流 を 含 む 化 学 処 理 剤 を 用 い て 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 含 む キ ャ ッ プ 層
を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と を 含 ん だ 、 導 電 体 を 露 出 さ せ る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） キ ャ ッ プ 層 と 、 そ の 上 の 二 酸 化 シ リ コ ン
（ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） 層 と 、 そ の 上 の 窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） 層 と 、 そ の 上 の パ タ ー ン 付 け さ
れ た フ ォ ト レ ジ ス ト と を 有 す る 積 層 の 下 の 導 電 体 を 露 出 さ せ る 方 法 に 関 し 、 そ の 方 法 は 、
窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、 以 下 の 諸 条 件 、 即 ち
、 凡 そ ９ ０ － １ １ ０ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ （ ｍ Ｔ ） の 圧 力 と 、 凡 そ ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ 及 び 凡 そ ２ Ｍ Ｈ ｚ に お
け る 凡 そ ９ ５ ０ － １ ０ ５ ０ ワ ッ ト （ Ｗ ） の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 並 び に 、 凡 そ ３ ７ ５ － ４ ２
５ ｓ ｃ ｃ ｍ の ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、 凡 そ １ ３ － １ ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の オ ク タ フ ル オ ロ シ ク ロ ブ タ ン
（ Ｃ ４ Ｆ ８ ） 及 び 凡 そ ５ － ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の 酸 素 （ Ｏ ２ ） か ら な る 気 体 流 と 、 の 条 件 を 用 い て
二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、 以 下 の 諸 条 件 、 即 ち
、 凡 そ ２ ５ ５ － ２ ８ ５ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ の 圧 力 と 、 凡 そ ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ に お け る 凡 そ １ ３ ５ ０ － １ ４
５ ０ W及 び 凡 そ ２ Ｍ Ｈ ｚ に お け る 凡 そ ６ ５ ０ － ７ ５ ０ ワ ッ ト の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 並 び に
、 凡 そ １ ３ ５ － １ ６ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ の テ ト ラ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） 及 び 凡 そ ９ ０ － １ １ ０
ｓ ｃ ｃ ｍ の 窒 素 （ Ｎ ２ ） の 気 体 流 と 、 の 条 件 を 用 い て 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 含 む 窒 化 チ
タ ン 層 を 通 し て エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 前 述 及 び 他 の 特 徴 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 関 す る 以 下 の よ り 詳 細 な 説 明 か ら 明
瞭 と な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 以 下 の 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 さ れ る が 、 そ こ で は 同 様 の
符 号 は 同 様 の 要 素 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 本 発 明 の 図 面 は 、 一 定 の 尺 度 で 描 か れ て は い な い こ と に 注 意 さ れ た い 。 図 面 は 、 本 発 明
の 典 型 的 な 態 様 を 示 す だ け の も の で あ り 、 従 っ て 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の と は 考 え
て は な ら な い 。 図 面 に お い て 、 図 面 間 で 同 じ 番 号 付 け は 同 じ 要 素 を 表 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 添 付 の 図 面 に 関 し て 、 図 ２ － 図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 導 電 体 を 露 出 さ せ る 開 口 を 形 成 す る
た め の エ ッ チ ン グ 法 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 す 。 開 口 の パ タ ー ン は フ ォ ト レ ジ ス ト に よ っ て
与 え ら れ る 。 本 方 法 で は 、 通 常 の 方 法 を 修 正 し て 静 電 気 放 電 （ Ｅ Ｓ Ｄ ） 欠 陥 を 低 減 し 、 エ
ッ チ ン グ 速 度 を 低 下 さ せ な い よ う に す る 。 本 工 程 は 、 典 型 的 な 誘 電 体 反 応 性 イ オ ン ・ エ ッ
チ ン グ （ Ｒ Ｉ Ｅ ） 装 置 内 で 実 施 さ れ 、 金 属 Ｒ Ｉ Ｅ 装 置 は 用 い な い 。 用 い ら れ る Ｒ Ｉ Ｅ チ ャ
ン バ は 、 例 え ば 、 凡 そ ２ Ｍ Ｈ ｚ （ 底 部 Ｒ Ｆ 電 源 電 極 ） 及 び 凡 そ ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ （ 上 部 バ イ ア ス
電 力 電 極 ） の 二 つ の Ｒ Ｆ 設 定 が 可 能 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 工 程 は 、 図 １ に 示 さ れ た も の に 類 似 し た 、 誘 電 体 層 １ １ ２ を 含 む 積 層 （ 大 ビ ア ・ パ ッ
ド 積 層 と よ ば れ る こ と も あ る ） を 有 す る 通 常 の 半 導 体 構 造 体 １ ０ ０ か ら 開 始 す る 。 構 造 体
１ ０ ０ は 、 導 電 体 １ １ ８ （ 例 え ば 、 銅 （ Ｃ ｕ ） 又 は ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） の ） を 取 り 囲 む
誘 電 体 層 １ １ ６ （ 例 え ば 、 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） 又 は 任 意 の 他 の 適 切 な 誘 電 体 材 料
の ） を 含 む 導 電 体 層 １ １ ４ を 有 す る 。 導 電 体 １ １ ８ の 上 の 積 層 は 、 導 電 体 層 １ １ ４ の 上 の
窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 含 む キ ャ ッ プ 層 １ ２ ０ と 、 キ ャ ッ プ 層 １ ２ ０ の 上 の 二 酸 化 シ リ コ
ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） を 含 む 誘 電 体 層 １ ２ ２ と 、 誘 電 体 層 １ ２ ２ の 上 の 窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ３ Ｎ

４ ） を 含 む 別 の 誘 電 体 層 １ ２ ４ と 、 パ タ ー ン 付 け さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト １ ２ ６ と を 含 む 。
パ タ ー ン 付 け さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト １ ２ ６ は 、 導 電 体 １ １ ８ を 露 出 す る た め に 形 成 さ れ る
べ き 開 口 の パ タ ー ン を 含 む 。 誘 電 体 層 １ ２ ２ は 、 水 素 化 シ リ コ ン オ キ シ カ ー バ イ ド （ Ｓ ｉ
Ｃ Ｏ Ｈ ） 、 Ｎ ｏ ｖ ｅ ｌ ｌ ｕ ｓ 社 か ら 入 手 可 能 な Ｃ Ｏ Ｒ Ａ Ｌ （ 登 録 商 標 ） 、 テ ト ラ エ チ ル オ
ル ト シ リ ケ ー ト （ Ｓ ｉ （ Ｏ Ｃ ２ Ｈ ５ ） ４ ） （ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ ） 、 フ ッ 素 ド ー プ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ （ Ｆ Ｔ Ｅ
Ｏ Ｓ ） 、 フ ッ 素 ド ー プ ・ シ リ ケ ー ト ・ ガ ラ ス （ Ｆ Ｓ Ｇ ） 、 非 ド ー プ ・ シ リ ケ ー ト ・ ガ ラ ス
（ Ｕ Ｓ Ｇ ） 、 ホ ウ リ ン 酸 シ リ ケ ー ト ・ ガ ラ ス （ Ｂ Ｐ Ｓ Ｇ ） な ど の 任 意 の 二 酸 化 シ リ コ ン （
Ｓ ｉ Ｏ ２ ） 型 材 料 を 含 む こ と が で き る 。 キ ャ ッ プ 層 １ ２ ０ は 、 任 意 の 典 型 的 な 窒 化 チ タ ン
・ ベ ー ス の キ ャ ッ プ 材 料 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ６ μ ｍ の フ ォ ト レ ジ ス ト １ ２ （ 例 え ば Ｇ ｐ ｏ ｌ ｙ ） と 、 ４ ０ ０ ０ Å の 窒 化 シ
リ コ ン の 誘 電 体 層 １ ２ ４ と 、 ４ ５ ０ ０ Å の 二 酸 化 シ リ コ ン を 含 む 誘 電 体 層 １ ２ ２ と 、 ２ ５
０ － ３ ５ ０ Å の 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 含 む キ ャ ッ プ 層 １ ２ ０ と の 厚 さ を 有 す る 積 層 に 関
し て 説 明 さ れ る 。 積 層 の 厚 さ が 変 化 す る と こ ろ で は 、 少 な く と も エ ッ チ ン グ 時 間 を 適 切 に
変 化 さ せ 得 る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 方 法 の 初 め の ス テ ッ プ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 デ ス カ ム 処 理 ２ ０ ０ を 実 行 す る こ
と を 含 む 。 デ ス カ ム 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ は 、 エ ッ チ ン グ に 先 立 っ て リ ソ グ ラ フ ・ ス テ
ッ プ か ら の 残 留 物 を 除 去 し 、 こ れ に よ り 窒 化 シ リ コ ン 表 面 の よ り 均 一 な エ ッ チ ン グ を 可 能
に す る 。 一 つ の 実 施 形 態 に お い て は 、 デ ス カ ム 処 理 は 窒 素 （ Ｎ ２ ） 及 び 水 素 （ Ｈ ２ ） の 気
体 流 を 用 い て 実 行 さ れ る 。 本 説 明 に お い て 、 「 凡 そ Ｘ － Ｙ 」 と い う 用 語 が 用 い ら れ る 。 こ
の 「 凡 そ 」 は 、 そ の 範 囲 の 下 限 値 と 上 限 値 と に 適 用 さ れ る も の と 理 解 さ れ た い 。 デ ス カ ム
処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ は 、 凡 そ ８ － １ ２ 秒 の 間 継 続 す る こ と が で き る 。 デ ス カ ム 処 理 を
実 行 す る ス テ ッ プ に は ま た 、 ヘ リ ウ ム （ Ｈ ｅ ） に よ る 凡 そ １ ８ － ２ ２ Ｔ ｏ ｒ ｒ の ウ ェ ハ 保
持 チ ャ ッ ク ９ ０ （ 図 ２ － 図 ６ ） の 圧 力 、 及 び 、 凡 そ １ ８ － ２ ２ ℃ の チ ャ ッ ク 温 度 の 付 加 的
な 条 件 を 用 い る こ と が 含 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 次 の ス テ ッ プ は 、 例 え ば 窒 化 シ リ コ ン の 誘 電 体 層 １ ２ ４ を 通 し
て エ ッ チ ン グ ２ ０ ２ を 行 う こ と で あ る 。 エ ッ チ ン グ ２ ０ ２ の 条 件 は 、 任 意 の 通 常 の 方 法 で
あ っ て よ い 。 例 え ば 、 エ ッ チ ン グ ２ ０ ２ の 条 件 に は 、 ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、 テ ト ラ フ ル オ ロ
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メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） 、 ト リ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｈ Ｆ ３ ） 及 び 酸 素 （ Ｏ ２ ） の 気 体 流 を 用 い る
こ と が 含 ま れ て よ い 。 ト リ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｈ Ｆ ３ ） （ フ ル オ ロ フ ォ ル ム と し て も 知 ら
れ て い る ） は 、 例 え ば 、 フ レ オ ン （ 登 録 商 標 ） ２ ３ と い う 商 品 名 で デ ュ ポ ン 社 か ら 入 手 で
き る 。 エ ッ チ ン グ ２ ０ ２ は 、 凡 そ ４ ０ － ５ ０ 秒 間 継 続 す る こ と が で き る 。 チ ャ ッ ク ９ ０ の
圧 力 は 、 例 え ば 、 ヘ リ ウ ム （ Ｈ ｅ ） に よ る 凡 そ １ ８ － ２ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ と し 、 チ ャ ッ ク ９ ０ の
温 度 は 凡 そ １ ８ － ２ ０ ℃ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） を 含 む 誘 電 体 層 １ ２ ２ が エ
ッ チ ン グ さ れ る 。 一 つ の 実 施 形 態 に お い て は 、 エ ッ チ ン グ ２ ０ ４ の 化 学 処 理 に は 、 以 下 の
諸 条 件 、 即 ち 、 凡 そ ９ ０ － １ １ ０ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ （ ｍ Ｔ ） の 圧 力 と 、 凡 そ ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ 及 び 凡 そ
２ Ｍ Ｈ ｚ に お け る 凡 そ ９ ５ ０ － １ ０ ５ ０ ワ ッ ト （ Ｗ ） の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 並 び に 、 凡 そ
３ ７ ５ － ４ ２ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ の ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、 凡 そ １ ３ － １ ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の オ ク タ フ ル オ ロ
シ ク ロ ブ タ ン （ Ｃ ４ Ｆ ８ ） 及 び 凡 そ ５ － ７ ｓ ｃ ｃ ｍ の 酸 素 （ Ｏ ２ ） か ら な る 気 体 流 と 、 の
条 件 を 用 い る こ と が 含 ま れ る 。 エ ッ チ ン グ ２ ０ ４ は 、 凡 そ ８ ０ － ９ ５ 秒 間 継 続 す る こ と が
で き る 。 エ ッ チ ン グ ２ ０ ４ に は ま た 、 ヘ リ ウ ム （ Ｈ ｅ ） に よ る 凡 そ １ ８ － ２ ２ Ｔ ｏ ｒ ｒ の
ウ ェ ハ 保 持 チ ャ ッ ク ９ ０ の 圧 力 、 及 び 、 凡 そ １ ８ － ２ ２ ℃ の チ ャ ッ ク 温 度 の 条 件 を 用 い る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 次 の ス テ ッ プ は 、 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 含 ん だ キ ャ ッ プ 層 １ ２ ０
を エ ッ チ ン グ す る こ と を 含 む 。 エ ッ チ ン グ ２ ０ ６ で は 、 以 下 の 諸 条 件 、 即 ち 、 凡 そ ２ ５ ５
－ ２ ８ ５ ｍ Ｔ の 圧 力 と 、 凡 そ ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ に お け る 凡 そ １ ３ ５ ０ － １ ４ ５ ０ ワ ッ ト （ Ｗ ） 及
び 凡 そ ２ Ｍ Ｈ ｚ に お け る 凡 そ ６ ５ ０ － ７ ５ ０ Ｗ の Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー と 、 並 び に 、 凡 そ １ ３ ５
－ １ ６ ５ ｓ ｃ ｃ ｍ の テ ト ラ フ ル オ ロ メ タ ン （ Ｃ Ｆ ４ ） 及 び 凡 そ ９ ０ － １ １ ０ ｓ ｃ ｃ ｍ の 窒
素 （ Ｎ ２ ） か ら な る 気 体 流 と 、 の 条 件 を 用 い る こ と が で き る 。 エ ッ チ ン グ ２ ０ ６ は 凡 そ ８
５ － １ ０ ０ 秒 間 継 続 す る こ と が で き る 。 エ ッ チ ン グ ２ ０ ６ に は ま た 、 ヘ リ ウ ム （ Ｈ ｅ ） に
よ る 凡 そ １ ８ － ２ ２ Ｔ ｏ ｒ ｒ の ウ ェ ハ 保 持 チ ャ ッ ク ９ ０ の 圧 力 、 及 び 、 凡 そ １ ８ － ２ ２ ℃
の チ ャ ッ ク 温 度 の 条 件 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ は 、 導 電 体 １ １ ８ か ら 残 留 Ｒ Ｉ Ｅ ポ リ マ ー を 除 去 す る た め の 灰 化 ス テ ッ プ ２ ０ ８ の
実 行 を 含 む 次 の ス テ ッ プ を 示 す 。 灰 化 実 行 ス テ ッ プ ２ ０ ８ に は 、 任 意 の 現 在 既 知 の 又 は 後
に 開 発 さ れ る 酸 素 ベ ー ス の 灰 化 化 学 処 理 剤 を 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 の 発 明 は 、 二 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） 及 び 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を エ ッ チ ン グ す
る た め の ２ 段 階 工 程 を 提 供 す る 。 本 工 程 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） に 対 し て 選 択 的 な も の
で あ り 、 従 来 の Ｒ Ｉ Ｅ 工 程 と 比 べ て 、 よ り 少 量 の フ ォ ト レ ジ ス ト １ ２ ６ を 消 費 す る 。 本 方
法 は 、 従 来 の 方 法 を 変 更 し て 、 静 電 気 放 電 （ Ｅ Ｓ Ｄ ） 欠 陥 が 低 減 さ れ 、 エ ッ チ ン グ 速 度 が
低 下 し な い よ う に し た も の で あ る 。 更 に 、 本 工 程 は 、 典 型 的 な 誘 電 体 反 応 性 イ オ ン ・ エ ッ
チ ン グ 装 置 内 で 実 行 さ れ 、 即 ち 、 金 属 エ ッ チ ン グ 装 置 は 用 い な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 に 概 観 さ れ た 特 定 の 実 施 形 態 に 関 連 し て 説 明 さ れ て い る が 、 明 ら か に 、 多
く の 代 替 、 変 更 及 び 改 変 が 当 業 者 に は 明 白 で あ ろ う 。 従 っ て 、 上 に 示 さ れ た 本 発 明 の 実 施
形 態 は 、 説 明 の た め で あ っ て 、 限 定 の た め で は な い 。 添 付 の 請 求 項 に よ っ て 規 定 さ れ る 本
発 明 の 精 神 と 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な し に 、 種 々 の 変 更 を 施 す こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 エ ッ チ ン グ 前 の 誘 電 体 層 を 含 む 従 来 の 半 導 体 構 造 体 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る エ ッ チ ン グ 方 法 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る エ ッ チ ン グ 方 法 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る エ ッ チ ン グ 方 法 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る エ ッ チ ン グ 方 法 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 す 。
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【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る エ ッ チ ン グ 方 法 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ０ ， １ ０ ０ ： 半 導 体 構 造 体
１ ２ ， １ １ ２ ： 誘 電 体 層 を 含 む 積 層
１ ４ ， １ １ ４ ： 導 電 体 を 含 む 層
１ ６ ， ２ ２ 、 ２ ４ 、 １ １ ６ 、 １ ２ ２ 、 １ ２ ４ ： 誘 電 体 層
１ ８ ， １ １ ８ ： 導 電 体
２ ０ ， １ ２ ０ ： キ ャ ッ プ 層
２ ６ 、 １ ２ ６ ： フ ォ ト レ ジ ス ト
２ ０ ０ ： デ ス カ ム 処 理
２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ６ ： エ ッ チ ン グ
２ ０ ８ ： 灰 化

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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